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■全人格的な成長を持続的に動機付ける
イノベーション（創造的革新）の時代には，

技術／スキル，知識や経験，ノウハウを，一人
ひとりが，持続的・効率的に学習できるかどう
かで事業の成否が決まる。そこでは，モチベー
ションがキーになる。モチベーションは，達成
感，責任感・権限委譲，他者からの評価などの
「動機付け要因」と，仕事環境，給与・福利厚生，
雇用保証などの「衛生要因」に分類できる（F．
ハーズバーグ）。その中で，動機付け要因を高め
るポイントは生身の人間同士の一対一の対応に
ある。メンタリングは，この動機付け要因を通
じて「キャリア開発」「技術／スキル向上」「自
己実現」などを図る。技術／スキル，知識や経
験，ノウハウの習得は，中・長期的に高い成熟
度を期す全人格的なものだ。目先の頑張りで
120％の力を出そうとするのではなく，100％の
力を着実に出せる組織を作ることが重要になる。
持続的な学習と成長を通じてキャリア開発，技
術／スキル向上，自己実現などを目指すメンタ
リングが，いよいよ表舞台に登場する。
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